
出逢いの小路(緑道)出逢いの小路(緑道)がが
完成しました完成しました

　桜の名所でもある両総用水第1導水路の小段に
「出逢いの小路（緑道）」が完成しました。
　今回完成した緑道は、国道356号寺田橋からＪ
Ｒ橋までの間で、左岸（東側）約280メートル、
右岸（西側）約270メートルの区間です。
利用上の注意事項
◇導水路は、水深が深く危険ですので、柵を乗り
越えて入らないでください。また、導水路での魚
釣りは禁止されています。
◇導水路の水は飲料水として使われていますの
で、水質保全のためにもごみなどは必ずお持ち帰
りください。
◇緑道は、異常気象時にはすべての出入り口が閉
鎖されます。
◇その他、利用にあたっては、施設に掲示してあ
る注意事項を厳守してください。
問い合わせ　都市整備課　☎(50)1214
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と
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縦
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。
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葉
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佐
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昭
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れ
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、
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受
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整
備

す
る
こ
と
と
な
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、
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工
事
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現
在
は
、
消
防
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・
団
員
の
訓

練
施
設
の
充
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化
の
た
め
隣
接

地
に
消
防
訓
練
場
（
約
9
0
0
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㎡
）
を
整
備
中
で
あ
り
、
ま
た
平

成
26
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度
は
災
害
発
生
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け

る
対
応
力
強
化
の
た
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飲
料
水
兼

用
耐
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性
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な
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。
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・
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収
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庫
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　緊急消防隊車両は、出動部隊の後方支援を目的
とした車両で、箱型のコンテナにテント、寝袋、
簡易トイレなど、野営に必要な資機材一式と隊員
3日分の食料を積載することができます。
消防広域応援隊合同訓練に参加
　千葉県による消防広域応援隊合同訓練（会場：
千葉市）が1月31日と2月1日に行われ、今回整
備された消防車両が、香取広域市町村圏事務組合
佐原消防署の消火部隊とともに参加しました。

真新しい新庁舎での業務真新しい新庁舎での業務緊急消防隊の車両を整備緊急消防隊の車両を整備

平成26年3月15日 2広報かとり行政情報


